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　眼内レンズの進歩により、白内障手術は、矯正視力を取り戻す
ことから良好な裸眼視力を提供する、さらに、老視により失われ
た調整力を挽回することが可能となっている。遠近視力が得られ
る2焦点のアイデアは1980年代に遡るが、現在では、焦点深度を
拡張した眼内レンズも登場している。一方、老視矯正眼内レンズ
の使用には術後屈折は正視が必須となる。そのため、度数計算に
求められる精度が飛躍的に高くなった。従来のSRK/T式だけでは
予測屈折誤差±0.5 D以下に収めることは容易ではなく、先進の検
査機器の使用に加えて、新世代の計算方法を用いることが求めら
れている。さらに、複数の近方加入度数、多種の光学デザインが
使用可能となり、患者のニーズにあった眼内レンズの選択も重要
である。本セミナーでは、現在の老視矯正眼内レンズを理解する
上で重要な3つのポイントをエクスパートに講演していただく。
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多様な加入度数の
老視矯正眼内レンズ選択
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